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(ノート部記載なし)
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計測事業は、日本のスマホベンダーなどのモバイル事業からの撤退による需
要縮小がありましたが、米州・アジアを中心とする海外市場でのLTEおよび
LTE-Advanced関連の活発な開発投資が事業を牽引しました。

産業機械事業は、日本市場での堅調な設備更改需要に加え、北米市場におけ
る異物検出需要の拡大を捉えた顧客開拓が進捗し、業績が拡大しました。
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受注高は１，０３９億円、売上高は１，０１９億円と、ともに前期比で8％増加しま
した。

一方で、営業利益は前期比１０％減少の１４1億円となりました。これの主な要
因は、日本の計測市場が急速に縮減した影響に加え、海外顧客対応の開発、
サポートなどの費用を増やしたこと及び、それらの費用が円安の影響を受けた
ことです。

税引前利益は、円安に伴う為替差益が金融費用を上回り、１４２億円となりまし
た。

当期利益は、前期比３３％減の９３億円、包括利益は、前期比１７％減の１３５

億円となりました。



第４四半期の受注高は計測事業が２０３億円、産業機械事業が４１億円、グ
ループ全体では２６８億円で、第３四半期と同様の水準を継続しました。

通期の受注高は、計測事業が前期比７．４％増の７８２億円、産業機械事業
が同１２．７％増の１６５億円、グループ全体では同８．２％増の１，０３９億円で
した。計測事業、産業機械事業ともに、海外市場の拡大が牽引力となり、前期
を大きく上回りました。
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計測事業は、前期比７％増収の売上高７６０億円、営業利益は同１３％減少の
１３０億円、営業利益率１７．１％となりました。

売上高は日本市場の縮減による影響を海外市場での受注拡大により補ったも
のの、海外での顧客対応力強化に向けた戦略的な体制拡充による人員・費用
の増加により、営業利益率は前期から低下しました。

産業機械事業は、日本市場と北米市場での受注拡大が牽引し、前期比１７％
増収の売上高１６９億円、営業利益は同４８％増の１２億円、営業利益率７．
１％と大きく伸張しました。



第４四半期の売上高は、連結が前年同四半期比１３．７％増の３０７億円、計測
事業が同１２．５％増の２２０億円でした。

第４四半期の営業利益率は、連結で１７．０％、計測事業が２０．４％と、四半期
単位では期初計画および中期経営計画ＧＬＰ２０１４の目標値と同水準を確保
しました。
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第３四半期まで前年同四半期比で減少が続いた日本市場の売上高は、第４
四半期で前年同四半期比プラスに転じました。

海外市場では、米州、ＥＭＥＡはモバイル開発需要が牽引し、アジアではモバイ
ル開発および製造需要がともに堅調に推移したことで、各地域とも前年同四半
期比で売上を拡大しました。
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営業キャッシュフローは、税引前利益の増加と運転資本の改善により、１３８億
円の資金獲得となりました。営業キャッシュフロー・マージンは１３．５％となりま
した。

投資キャッシュフローの５３億円には、後のスライドで紹介する厚木サイトのＢＣ
Ｐ整備の一環である新棟の建設関連費用１５億円が含まれます。

その結果、フリー・キャッシュフローは８５億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフローの４４億円の資金流出のうち、主なものは配当金の支払
い３２億円です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より５５億円増加の４３２億円
となりました。
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２０１４年３月末の自己資本比率は５９％、Ｄ／Ｅレシオは２５％となりました。

財務体質の強化は着実に進み、中期経営計画ＧＬＰ２０１４の目標値に概ね到
達しました。



12



２０１５年３月期の連結業績は、売上高が前期比７％増の１，０９０億円、営業利
益が同１３％増の１６０億円の計画です。

実効税率は３０％程度を見込んでおり、当期利益は前期比１８％増の１１０億円
が計画値となります。

計測事業は、売上高は前期比７％増の８１５億円、営業利益は同１１％増の１４
５億円、営業利益率１７．８％の計画です。引き続き、LTE-Advanced関連の研
究開発や、中国のTD-LTEサービスに関連した世界全体での活発な需要を見
込んでいます。

産業機械事業は、売上高は前期比６％増の１８０億円、営業利益は同８％増の
１３億円、営業利益率７．２％の計画です。日本市場における堅調な設備更新
需要と、北米を中心とした海外市場の拡大を見込んでいます。
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２０１５年３月期は中期経営計画ＧＬＰ２０１４の最終年度です。

計測事業、産業機械事業とも、中計立案時の成長ドライバーが事業を牽引する
とともに、積極的な投資によって売上高成長率の目標を達成する可能性となっ
ています。また、その他事業では計画との乖離が生じています。

一方、利益面では、日本のモバイルプレイヤーの事業撤退の影響が大きく、国
内の収益計画に大きな乖離が生じていますが、積極的な海外市場開拓で収益
体質は改善の方向にあります。
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計測事業では、モバイル市場における活発な投資が継続すると見込んでいま
す。

開発分野では、 LTE-Advanced （とくにキャリア・アグリゲーション）関連の投資
が拡大しています。コンフォーマンス（規格適合）試験やキャリアアクセプタンス
（通信事業者認証）試験などの需要を見込んでいます。

製造分野では、チップセットベンダーが提供するリファレンスデザインを活用し
た新興端末ベンダーが急速に成長しています。チップセットベンダーとの顧客
密着度を強化し、ビジネス拡大に繋げていきます。

中国のTD-LTEサービスの普及が本格化し、開発、製造ともにグローバルな
TD-LTE需要の拡大が期待されます。
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産業機械事業では、日本市場の旺盛な設備更新需要が継続するとともに、北
米を中心に海外市場での食品検査需要の拡大を見込んでいます。

日本市場では、顧客ニーズを捉えたソリューションの機能強化により製品競争
力を高め、需要の確実な獲得に繋げていきます。

海外市場では、ローカルでの顧客サポート体制を強化し、グローバルに展開す
る大手食品メーカーとの関係を深耕するとともに新規顧客開拓を進め、Ｘ線異
物検出機を中心に需要の獲得に注力します。



年間配当金は２４円とします。これは、当期利益１１０億円を前提にしたＤ
ＯＥ水準および配当性向を検討した結果です。

また、今後の株主還元策の一環として総還元性向を組み入れることとし
ました。なお、現時点で自己株取得について具体的な時期は決議してお
りません。
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現本社のある厚木サイトは開設５０年を経過しました。東日本大震災の教訓な
ども踏まえ、現在ＢＣＰの整備を推進しています。

その一環として、新棟「グローバル本社棟」を建設します。建屋の総投資額は
約８０億円、竣工は２０１５年４月を予定しています。

厚木サイトでは今後もＢＣＰを推進すると共に、エコロジーで災害に強い事業基
盤を構築してまいります。
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２０１３年度には栄えある２つの賞を受賞することができました。

１つ目は東京証券取引所より、「企業価値向上に先進的に取組む企業」として、
上場企業３，４００社の中から優秀賞をいただきました。

２つ目は「誠実な企業賞」の優秀賞です。企業の社会的責任、企業倫理、コン
プライアンス、内部統制などが評価されたことによります。

今回の受賞を励みに、誠実さと企業価値向上を両輪に、経営力をさらに高めて
まいります。



20



アンリツは、新ブランド・ステートメントとして、“ｅｎｖｉｓｉｏｎ：ｅｎｓｕｒｅ”を発信します。
込めた思いは、「あらゆるステークホルダーの皆さまとともにビジョンを共有し、
イノベーションのスパイラルを回していきます」です。「利益ある持続的成長」の
シナリオに向かって、今後とも努力してまいります。

株主・投資家のみなさまのご支援とご協力をお願いして、２０１４年３月期の業
績報告とします。
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